
(57)【要約】

【課題】塵埃の圧縮を高めサイクロン集塵室を小型化す

ることが可能な電気掃除機を提供する。

【解決手段】電気掃除機は、吸気口を有する吸込口体１

と、吸気を発生させる電動送風機７と、吸込口体１と電

動送風機７との間を連通する吸気通路と、吸気通路に配

置され、流入する吸気を旋回させて塵埃を分離するサイ

クロン集塵室６とを備える。サイクロン集塵室６は、サ

イクロン集塵室内の上部に配置された第一の吸引部６２

と、サイクロン集塵室内の下部に配置された第二の吸引

部６４とを備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 気 口 を 有 す る 吸 込 口 体 と 、
　 吸 気 を 発 生 さ せ る 電 動 送 風 機 と 、
　 前 記 吸 込 口 体 と 前 記 電 動 送 風 機 と の 間 を 連 通 す る 吸 気 通 路 と 、
　 前 記 吸 気 通 路 に 配 置 さ れ 、 流 入 す る 吸 気 を 旋 回 さ せ て 塵 埃 を 分 離 す る サ イ ク ロ ン 集 塵 室
と を 備 え 、
　 前 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 は 、 前 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 上 部 に 配 置 さ れ た 第 一 の 吸 引 部 と
、 前 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 下 部 に 配 置 さ れ た 第 二 の 吸 引 部 と を 含 む 、 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 と 第 二 の 吸 引 部 は 、 円 筒 状 に 配 置 さ れ た メ ッ シ ュ 状 の フ ィ ル タ ー を 含 む 、 請 求
項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 二 の 吸 引 部 の 下 面 に 配 置 さ れ た 吸 引 面 と 、 前 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 底 面 と の 間 に
空 間 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 リ ブ が 前 記 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 底 面 側 に 突 出 す る よ う に 前 記 第 二 の 吸 引 部 の 吸 引 面 に 設
け ら れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 二 の 吸 引 部 は 、 吸 引 面 に 配 置 さ れ た メ ッ シ ュ 状 の フ ィ ル タ ー と ス ポ ン ジ 状 の フ ィ
ル タ ー と を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ス ポ ン ジ 状 の フ ィ ル タ ー の 側 面 部 に 吸 気 可 能 な 穴 が 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載
の 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 般 的 に は 電 気 掃 除 機 に 関 し 、 特 定 的 に は サ イ ク ロ ン 集 塵 装 置 を 備 え た 電
気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 装 置 を 備 え た 電 気 掃 除 機 に お い て は 、 塵 埃 を ダ ス ト カ ッ プ 容 器 の
中 で 高 速 に 旋 回 さ せ 、 遠 心 力 に よ り 分 離 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ １ ９ ４ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 フ ィ ル タ ー 下 部 に 十 字 状 の リ ブ
を 設 け た 電 気 掃 除 機 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 掃 除 機 で は 、 旋 回 力 で 塵 埃 が フ ィ ル タ ー 下 部
の 十 字 リ ブ に 衝 突 し 、 衝 突 の 力 で 塵 埃 を 圧 縮 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 例 と し て 、 従 来 の サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 概 略 的 な 全 体 の 構 成 を 図 ９ に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 大 部 分 の 塵 埃 は サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ６ の 吸 引 部 ６ ２ を 覆 う メ ッ シ ュ 状
フ ィ ル タ ー ６ ３ か ら の 吸 引 に よ り 遠 心 分 離 さ れ る 。 遠 心 分 離 さ れ た 塵 埃 は 、 旋 回 力 に よ っ
て 吸 引 部 ６ ２ 下 部 の リ ブ 構 造 体 ６ ８ の 十 字 リ ブ ６ ８ ａ に 衝 突 し 、 衝 突 の 力 に よ っ て 圧 縮 さ
れ る 。 圧 縮 さ れ た 塵 埃 は 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 一 部 と し て の ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 底 面 ６ １
上 に 堆 積 す る 構 造 に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ １ ９ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 旋 回 力 だ け で は 圧 縮 力 が 弱 い た め 、 堆 積 さ れ た 塵 埃 は ダ ス ト カ ッ プ ６ ０
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の 底 面 ６ １ 上 に 十 分 に 圧 縮 さ れ 得 な い 。 こ の た め 、 所 定 量 の 塵 埃 を ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ 内 に
堆 積 す る た め に は 、 あ る 程 度 大 き め の サ イ ク ロ ン 集 塵 室 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 塵 埃 の 圧 縮 を 高 め サ イ ク ロ ン 集 塵 室 を 小 型 化 す る こ と が 可
能 な 電 気 掃 除 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に 従 っ た 電 気 掃 除 機 は 、 吸 気 口 を 有 す る 吸 込 口 体 と 、 吸 気 を 発 生 さ せ る 電 動 送
風 機 と 、 吸 込 口 体 と 電 動 送 風 機 と の 間 を 連 通 す る 吸 気 通 路 と 、 吸 気 通 路 に 配 置 さ れ 、 流 入
す る 吸 気 を 旋 回 さ せ て 塵 埃 を 分 離 す る サ イ ク ロ ン 集 塵 室 と を 備 え る 。 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 は
、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 上 部 に 配 置 さ れ た 第 一 の 吸 引 部 と 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 下 部 に
配 置 さ れ た 第 二 の 吸 引 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 電 気 掃 除 機 に お い て は 、 吸 気 口 体 よ り 取 り 込 ま れ た 吸 気 は サ イ ク ロ ン 集 塵 室
内 に 入 る と 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 上 部 に あ る 第 一 の 吸 引 部 か ら の 吸 引 に よ っ て 旋 回 す る
。 吸 気 の 一 部 は 、 第 一 の 吸 引 部 を 通 っ て 電 動 送 風 機 側 へ と 進 む 。 吸 気 と 共 に サ イ ク ロ ン 集
塵 室 内 に 取 り 込 ま れ た 塵 埃 は 旋 回 し な が ら 遠 心 力 に よ っ て 分 離 さ れ 、 下 向 き の 旋 回 を 与 え
ら れ 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 を 下 降 す る 。 下 降 し た 塵 埃 は サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 下 部 に 堆 積
す る 。 こ の 時 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 下 部 に は 第 二 の 吸 引 部 が あ り 、 こ の 第 二 の 吸 引 部 の
吸 引 に よ っ て 、 下 降 し て 堆 積 す る 塵 埃 を 圧 縮 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 の 上 部 と 下 部 に ふ た つ の 吸 引 部 を 設 け る こ と に よ り 、
上 部 の 第 一 の 吸 引 部 で 塵 埃 を 遠 心 分 離 し 、 下 部 の 第 二 の 吸 引 部 で 塵 埃 の 圧 縮 を 行 う こ と が
で き る 。 吸 引 に よ る 圧 縮 を 行 う こ と で 、 塵 埃 を 旋 回 力 で 十 字 リ ブ に 衝 突 さ せ て 落 下 さ せ て
堆 積 さ せ た 場 合 よ り も 塵 埃 の 体 積 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 の 電 気 掃 除 機 に お い て は 、 第 一 と 第 二 の 吸 引 部 は 、 円 筒 面 に メ ッ シ ュ 状 の フ ィ
ル タ ー を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 の 電 気 掃 除 機 に お い て は 、 第 二 の 吸 引 部 の 下 面 を 吸 引 面 と し 、 こ の 吸 引 面 と サ イ
ク ロ ン 集 塵 室 の 底 面 と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に す る こ と に よ り 、 塵 埃 の 中 で 重 め の 砂 ご み 系 の 堆 積 物 が メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー
に 触 れ る の を 防 止 し 、 目 詰 ま り を 遅 延 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 場 合 、 さ ら に こ の 吸 引 面 の サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 底 面 側 に リ ブ を 突 出 す る よ う に 設 け
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 紙 ご み 等 が 第 二 の 吸 引 部 の メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー に 密 着 す
る こ と を 防 ぎ 、 吸 引 力 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た こ の 場 合 、 第 二 の 吸 引 部 は 、 吸 引 面 に 配 置 さ れ た メ ッ シ ュ 状 の フ ィ ル タ ー と ス ポ ン
ジ 状 の フ ィ ル タ ー と を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 微 細 塵 に よ る 目 詰 ま り を 遅 延 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に こ の 場 合 、 こ の ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー の 下 面 と 、 さ ら に 側 面 か ら 吸 引 す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 吸 引 面 積 を 増 大 さ せ 、 微 細 塵 に よ る 目 詰 ま り を さ ら に 遅 延
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さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 吸 引 に よ っ て 塵 埃 の 圧 縮 を 高 め る こ と が で き 、 サ イ
ク ロ ン 集 塵 室 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 を 備 え た 電 気 掃 除 機 全
体 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 は 、 吸 気 口 体 １ と 、 延 長 管 ２ と 、 ハ ン ド ル ３ と
、 ホ ー ス ４ と 、 掃 除 機 本 体 ５ と 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ６ と 、 電 動 送 風 機 ７ と 、 コ ー ド リ ー ル
８ と 、 電 動 送 風 機 前 フ ィ ル タ ー ９ と を 備 え る 。 延 長 管 ２ と ホ ー ス ４ は 、 吸 気 口 体 １ か ら 吸
引 さ れ た 空 気 を 掃 除 機 本 体 ５ に 供 給 す る た め の 供 給 路 （ 吸 気 通 路 ） を 構 成 す る 。 吸 気 口 体
１ は 電 動 送 風 機 ７ の 運 転 に よ り 、 空 気 吸 込 口 （ 図 示 し な い ） を 介 し て 空 気 を 吸 引 す る 。 吸
気 口 体 １ か ら 吸 引 さ れ た 塵 埃 は 延 長 管 ２ 、 ホ ー ス ４ か ら サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ６ に 入 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て 図 １ の 電 気 掃 除 機 に 組 み 込 ま れ る サ イ ク ロ ン
集 塵 室 の 概 略 的 な 全 体 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ６ の 上 部 に 第 一 の 吸 引 部 ６ ２ と 、 第 一 の 吸 引 部 ６
２ よ り 下 方 に 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ を 設 け て い る 。 第 一 の 吸 引 部 ６ ２ は 円 筒 形 で 、 円 筒 面 に は
メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ３ が 一 定 の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ も 円
筒 形 で あ り 、 円 筒 面 に は メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ａ が 一 定 の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い
る 。 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 底 部 ６ ４ ａ は 、 ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 底 面 ６ １ に 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
主 と し て 第 一 の 吸 引 部 ６ ２ で 遠 心 分 離 を 行 う た め の 吸 引 を 行 い 、 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ で ご み
を 圧 縮 す る た め の 吸 引 を 行 う 。 す な わ ち 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 内 ６ に 取 り 込 ま れ た 吸 気 は 、
第 一 の 吸 引 部 ６ ２ の 吸 引 に よ り 旋 回 し 、 塵 埃 が 遠 心 分 離 さ れ る 。 遠 心 分 離 さ れ た 塵 埃 は 、
下 向 き の 旋 回 を 与 え ら れ 、 ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ 中 を 下 降 す る 。 ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 下 部 に は
第 二 の 吸 引 部 ６ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 吸 引 に よ っ て 塵 埃 が 圧 縮 さ れ 、
ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ 内 に 堆 積 す る 。 塵 埃 の 中 で 特 に 綿 ご み は 、 約 １ ／ ３ 程 度 圧 縮 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 第 二 の 吸 引 部 は 第 一 の 吸 引 部 の 延 長 上 に 設 け る こ と で 、 従 来 の サ イ ク ロ ン 集 塵 装 置
を 備 え た 電 気 掃 除 機 に ご み 圧 縮 機 能 を 付 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ は 本 発 明 の も う 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 概 略 的 な 全 体 の 構 成 を
示 す 図 、 図 ４ は 図 ３ に 示 さ れ る 第 二 の 吸 引 部 の 吸 引 面 を 下 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ３ と 図 ４ に 示 す よ う に 、 円 筒 形 を し た 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 底 面 に は 開 口 ６ ４ ｂ が 形 成 さ
れ て い る 。 開 口 ６ ４ ｂ は メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｂ で 覆 わ れ て い る 。 メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル
タ ー ６ ５ ｂ と ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 底 面 ６ １ と の 間 に は 空 間 を 設 け て い る 。 こ の た め 、 ご み
の 中 で も 重 い 砂 ご み 系 が ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 底 面 上 に 堆 積 し た と き に 、 こ の 堆 積 物 が メ ッ
シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｂ に 触 れ る の を 遅 ら せ 、 メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｂ の 目 詰 ま り 防
ぐ こ と が で き る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 吸 引 力 を 保 ち 、 塵 埃 の 圧 縮 を 持 続 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の さ ら に も う ひ と つ の 実 施 の 形 態 と し て 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 概 略 的 な
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全 体 の 構 成 を 示 す 図 、 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 第 二 の 吸 引 部 の 吸 引 面 を 下 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ と 図 ６ に 示 す よ う に 、 円 筒 形 を し た 第 二 の 吸 引 部 の 底 面 に は 開 口 ６ ４ ｂ が 形 成 さ れ
て い る 。 開 口 ６ ４ ｂ は メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｃ で 覆 わ れ て い る 。 ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の
底 面 ６ １ と メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｃ と の 間 に 空 間 を 設 け る と と も に 、 リ ブ ６ ６ は サ イ
ク ロ ン 集 塵 室 ６ の 底 面 側 に 突 出 す る よ う に 、 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 吸 引 面 に 設 け ら れ て い る
。 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 紙 ご み 等 の 密 着 に よ る 吸 引 力 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き
る 。 従 っ て 吸 引 力 を 保 ち 、 塵 埃 の 圧 縮 を 持 続 で き る 。 な お 図 ６ で は リ ブ の 配 置 の 一 例 と し
て 、 複 数 の リ ブ ６ ６ は 吸 引 面 の 中 心 か ら 放 射 状 に 延 び る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 の 形 態 と し て 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 概 略 的 な 全 体 の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 円 筒 形 の 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 底 面 に は 開 口 ６ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 開 口 ６ ４ ｂ は メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｄ で 覆 わ れ 、 さ ら に そ の 下 に ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル
タ ー ６ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ と ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 底 面 ６ １ と
の 間 に は 空 間 を 設 け る 。 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ の 下 面 を 露 出 す る よ う に 、 穴 ６ ４ ｃ が
第 二 の 吸 引 部 ６ ４ に 形 成 さ れ て い る 。 吸 引 は 穴 ６ ４ ｃ を 通 じ て 行 う 。 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ
ー ６ ７ を 設 け る こ と に よ り 、 メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｄ の み を 設 け た 場 合 よ り も 微 細 塵
の 目 詰 ま り を 遅 延 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 吸 引 力 を 保 つ と と も に 、 塵 埃 の 圧 縮 を
持 続 で き る 。 な お 、 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ は 着 脱 可 能 で あ る 。 し た が っ て ス ポ ン ジ 状
フ ィ ル タ ー ６ ７ を サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ６ よ り 取 り 外 し て 清 掃 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 ス
ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ を 清 掃 す る こ と で 吸 引 力 を 保 ち 、 塵 埃 の 圧 縮 を 持 続 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ は 、 さ ら に ま た 別 の 実 施 の 形 態 と し て 、 サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 概 略 的 な 全 体 の 構 成 を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 円 筒 形 の 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 底 面 に は 開 口 ６ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 開 口 ６ ４ ｂ は メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー ６ ５ ｄ で 覆 わ れ 、 さ ら に そ の 下 に ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル
タ ー ６ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ と ダ ス ト カ ッ プ ６ ０ の 底 面 ６ １ と
の 間 に は 空 間 を 設 け る 。 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ の 下 面 を 露 出 す る よ う に 、 穴 ６ ４ ｃ が
第 二 の 吸 引 部 ６ ４ に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー の 側 面 を 露 出 す る よ う
に 、 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ の 側 面 に 穴 ６ ４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 第 二 の 吸 引 部 ６ ４ に よ る 吸 引
は 、 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ の 一 部 を 露 出 す る 穴 ６ ４ ｃ と 側 面 の 一 部 を 露 出 す る 穴 ６ ４
ｄ と を 通 じ て ２ 方 向 で 行 う 。 こ の よ う に し て 吸 引 面 積 を 増 大 さ せ る こ と で 、 塵 埃 の 圧 縮 効
率 が 向 上 す る 。 な お 、 ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ は 着 脱 可 能 で あ る 。 し た が っ て ス ポ ン ジ
状 フ ィ ル タ ー ６ ７ を サ イ ク ロ ン 集 塵 室 ６ よ り 取 り 外 し て 清 掃 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果
ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー ６ ７ を 清 掃 す る こ と で 吸 引 力 を 保 ち 、 塵 埃 の 圧 縮 を 持 続 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 に 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 慮 さ
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 以 上 の 実 施 の 形 態 で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て
示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 修 正 や 変 形 を 含 む も の で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て サ イ ク ロ ン 集 塵 室 を 備 え た 電 気 掃 除 機 の 概 略 的
な 全 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 概 略 的 な 全 体 の 構 成 を 示 す
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断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の も う 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 別 の 形 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ る 第 二 の 吸 引 部 の 吸 引 面 を 下 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の さ ら に も う 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 別 の 形 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ る 第 二 の 吸 引 部 の 吸 引 面 を 下 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 の 形 態 と し て サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 別 の 形 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の さ ら に ま た 別 の 実 施 の 形 態 と し て サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 別 の 形 態 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の サ イ ク ロ ン 集 塵 室 の 全 体 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ： 吸 気 口 体 、 ２ ： 延 長 管 、 ４ ： ホ ー ス 、 ６ ： サ イ ク ロ ン 集 塵 室 、 ７ ： 電 動 送 風 機 、 ６
０ ： ダ ス ト カ ッ プ 、 ６ １ ： 底 面 、 ６ ２ ： 第 一 の 吸 引 部 、 ６ ３ ： メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー 、 ６
４ ： 第 二 の 吸 引 部 、 ６ ４ ｃ ， ６ ４ ｄ ： 開 口 、 ６ ５ ｃ 、 ６ ５ ｄ ： メ ッ シ ュ 状 フ ィ ル タ ー 、 ６
６ ： リ ブ 、 ６ ７ ： ス ポ ン ジ 状 フ ィ ル タ ー 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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